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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第10期

第２四半期連結
累計期間

第10期
第２四半期連結
会計期間

第９期

会計期間
自平成21年１月１日
至平成21年６月30日

自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成20年１月１日
至平成20年12月31日

売上高（千円） 2,792,612 1,462,004 5,042,647

経常利益又は経常損失（△）（千円） 183,225 141,184 △269,953

四半期（当期）純利益又は四半期（当期）純損

失（△）（千円）
271,274 129,436 △68,770

純資産額（千円） － 7,889,068 8,096,187

総資産額（千円） － 8,795,214 8,839,185

１株当たり純資産額（円） － 3,505.74 3,464.22

１株当たり四半期（当期）純利益又は四半期

（当期）純損失（△）（円）
117.75 56.93 △29.45

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益（円）
－ 56.91 －

自己資本比率（％） － 89.6 91.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△66,896 － △682,427

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,163,073 － △246,667

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△463,671 － △108,422

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
－ 4,668,596 6,360,999

従業員数（人） － 99 93

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第９期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については当期純損失であるため記載しておりません。

４．第10期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については希薄化効果を有

している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 99 (23)

　（注）従業員数は就業人員であり、（　）は外数で臨時雇用者の平均人員を記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 99 (23)

　（注）従業員数は就業人員であり、（　）は外数で臨時雇用者の平均人員を記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループはモバイルコンテンツ事業を行っており、生産、受注といった区分による表示が困難であるため、事

業の種類別セグメントごとに生産規模及び受注規模を金額あるいは数量で示すことはしておりません。

(1）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

コンテンツ事業（千円） 1,354,344

マスターライツ事業（千円） 107,659

合計（千円） 1,462,004

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

３．当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

は次のとおりであります。

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

金額（千円） 割合（％）

株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 436,563 29.9

ＫＤＤＩ株式会社 177,028 12.1

ソフトバンクモバイル株式会社 155,178 10.6

株式会社アトリー 151,691 10.4

２【事業等のリスク】

　　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、全事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態及び経営成績の分析】

(1）経営成績の分析

　当第２四半期における我が国経済は、世界経済の急速な悪化が実体経済に深刻な影響を及ぼし、企業業績の大幅な悪

化や個人消費の低迷など、極めて厳しい状況で推移しました。

　一方、当社グループを取り巻く事業環境といたしましては、平成21年６月末時点の国内における携帯電話契約者数

が、前年同月比4.7％増の10,849万人と堅調に推移しました。第３世代携帯電話（３Ｇ）の契約者数は前年同月比12.3％

増の10,207万人と引き続き二桁増を維持し、契約数全体における割合は94.1％と、多様なコンテンツやサービスを利用

できるハイスペック携帯端末の普及がより一層進捗しております。

 また、2007年におけるモバイルコンテンツ市場は4,233億円（対前年比116％）、2004年対比では1.6倍と拡大傾向に
あります。特に当社が強みとする３Ｇコンテンツの「着うたフルfi（注１）」市場は2007年において506億円（対前年
比214％）、「電子書籍」は221億円（対前年比320％）と、市場規模の拡大が急速に進展しております。
（出所：携帯電話契約数／社団法人電気通信事業者協会、モバイルコンテンツ市場動向／モバイル・コンテンツ・

フォーラム）

　このような状況下、コンテンツ市場の中で拡大傾向にある市場にいち早く経営資源を注力し、重点施策を「マーケッ

ト」「流通」「ターゲット」に定め、収益力の強化に努めました。主力のコンテンツ事業においては、電子書籍やFlash

コンテンツ（注２）など新規コンテンツを拡充したほか、プロモーション戦略においては、提携サイトを通じた広告

出稿を行う「他社ASP」に加え、自社システムで複数の媒体を束ねる「自社ASP」を通じたプロモーションを積極展

開した結果、３Ｇコンテンツにおける有料課金会員の売上金額が13億円に達するなど大幅に増加しました。

　この結果、第２四半期連結会計期間における売上高は1,462,004千円、営業利益は86,983千円、経常利益は141,184千円、
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四半期純利益は129,436千円となりました。

(2）事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①コンテンツ事業

　売上の92.6％を占めるコンテンツ事業につきましては、高成長ジャンルである「着うたフルfi（注１）」で２サイ
ト、「電子書籍」で16サイトを新規に投入し、コンテンツの訴求力を強化しました。また流通戦略においては、自社ASP
において掲載率向上が期待できる媒体力の高いメディアとの直接提携で広告費を低減し、他社ASPでは有力ASPとの
提携推進で会員獲得に取り組みました。さらに無料会員や低額課金層への積極アプローチでダウンロード会員の増加
を図ったほか、サービスの総合化、継続特典の付与により安定的な継続会員の獲得に注力しました。
　この結果、売上高は1,354,344千円、営業利益は277,004千円となりました。
②マスターライツ事業

　売上の7.4％を占めるマスターライツ事業では、電子書籍やFlash素材など成長ジャンルを中心にマスターライツ投資

を実施し、原版獲得によるコンテンツの利用範囲の拡大に取り組みました。また携帯をはじめテレビ、ウェブなど配信

先の多様化を進めると同時にアグリゲーション（注３）の強化によるコンテンツの充実を図りました。さらに業務体

制の効率化により、利益体質の強化に努めました。

　この結果、売上高は107,659千円、営業利益は4,636千円となりました。

注１：「着うたフルfi」は、株式会社ソニーミュージックエンタテイメントの登録商標です。
注２：「Flash（フラッシュ）」コンテンツ：Macromedia社（現Adobe社）が開発した、音声やアニメーションを組み

合わせてWebコンテンツを作成するソフトで開発されたコンテンツです。

注３：アグリゲーション：自社が原版を持つコンテンツ以外にも他社が保有する魅力的なコンテンツを集約（アグ

リゲート）し、サイトのコンテンツ管理から課金まで総合的に行うこと。当社ではコンテンツのラインナップ

充実に向け、コンテンツのアグリゲーションを積極的に推進しております。
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(3）所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

　前連結会計年度において国内単体事業に経営資源を集中する体制が整いました。それに伴い今期においては新規コ

ンテンツの投入と効率的なプロモーションを行っております。

　この結果、売上高は1,371,588千円となり、営業利益は350,908千円となりました。

②北米

　前連結会計年度において解散したVindigo,Inc.（旧 Zingy,Inc.）より、事業及びキャリアリレーションを継承し北米で

のコンテンツ事業展開を進めております。

　この結果、売上高は90,415千円となり、営業損失は69,104千円となりました。

(4）財政状態の分析

（総資産）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は8,795,214千円となりました。主な要因としましては、増収による売掛

金の増加227,792千円、自己株式の市場買付及び資本剰余金の配当による現預金の減少693,641千円であります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は7,889,068千円となりました。主な要因としましては、資本剰余金の配

当による減少249,836千円、自己株式の消却による減少240,254千円及び、四半期純利益の計上による増加271,274千円で

あります。

(5）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」といいます）は、第１四半期会計期間末に比べ

744,882千円増加し、4,668,596千円となりました。当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は以下のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期会計期間における営業活動による資金の減少は△25,705千円となりました。主な減少要因は売上債権の

増加による△117,964千円、未払金の増加による148,077千円及び前払費用の増加による△130,079千円であります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期会計期間における投資活動による資金の増加は1,239,088千円となりました。主な増加要因は定期預金

の払い戻しによる増加1,000,000千円であります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

　当第２四半期会計期間における財務活動による資金の減少は△462,872千円となりました。主な減少要因は配当金の

支払いによる減少△222,617千円、自己株式の取得による減少△240,254千円であります。

(6）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(7）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,238,000

計 6,238,000

②【発行済株式】

種類

第２四半期会計期
間末現在発行数
（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成21年８月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 2,246,789 2,246,789 ジャスダック証券取引所

単元株制度を採用してい

ないため、単元株式数は

ありません。

計 2,246,789 2,246,789 ― ―

EDINET提出書類

株式会社　フォーサイド・ドット・コム(E05308)

四半期報告書

 8/33



（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成15年１月30日の定時株主総会において決議された新株予約権（ストックオプション）の状況

 
第2四半期会計期間末現在
（平成21年6月30日）

新株予約権の数（個） 96

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 10

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１、４ 2,150

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）２ 13,032

新株予約権の行使期間
平成17年１月31日から

平成25年１月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）（注）２

発行価格　　　 13,032

資本組入額　　　6,516

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．新株予約権の権利付与日以降、株式の分割等を行う場合は、次の算式により調整されます。

調整後新株数＝
調整前新株数×調整前発行価額

調整後発行価額

２．権利付与日以降、株式の分割等により時価を下回る払込金額で新株式の発行又は自己株式の処分（新株

引受権等の権利行使の場合を除く）を行うときは、次の計算により１株当たりの発行価額を調整し、調

整により生じる１円未満の端数は切り上げることとします。

    
既発行株式数＋

新規発行又は処分株式数×１株当たり払込金額又は譲渡価額

調整後

行使価額
＝
調整前

行使価額
×

１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行又は処分株式数

３．主な新株予約権の行使条件及び譲渡に関する事項は次のとおりであります。

①次の場合にはその権利を喪失する。

（ａ）法令又は当社の内部規律に違反する行為があった場合。

（ｂ）当社の取締役又は従業員としての地位を喪失した場合。

（ｃ）死亡した場合。

（ｄ）所定の書面により新株引受権の一部又は全部を放棄する旨を申し出た場合。

②新株予約権は譲渡することができない。

③その他の条件については、当社と付与対象者との間で締結する付与契約書に定めるところによる。

４．新株予約権の目的となる株式の数は、特別決議における新株発行予定数から、退職等による権利を喪失

した株数を控除した数のことであります。

５．当社は平成15年10月８日開催の取締役会にて平成15年12月19日付で１株につき５株の株式分割を行って

おります。

６．当社は平成16年５月11日開催の取締役会にて平成16年７月20日付で１株につき５株の株式分割を行って

おります。
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②　平成16年１月29日の定時株主総会において決議された新株予約権（ストックオプション）の状況

 
第2四半期会計期間末現在
（平成21年6月30日）

新株予約権の数（個） 24

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１、４ 120

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）２ 107,190

新株予約権の行使期間
平成18年５月12日から

平成26年１月29日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）（注）２

発行価格　　　107,190

資本組入額　　 53,595

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．新株予約権の権利付与日以降、株式の分割等を行う場合は、次の算式により調整されます。

調整後新株数＝
調整前新株数×調整前発行価額

調整後発行価額

２．権利付与日以降、株式の分割等により時価を下回る払込金額で新株式の発行又は自己株式の処分（新株

予約権等の権利行使の場合を除く）を行うときは、次の計算により１株当たりの発行価額を調整し、調

整により生じる１円未満の端数は切り上げることとします。

    
既発行株式数＋

新規発行又は処分株式数×１株当たり払込金額又は譲渡価額

調整後

行使価額
＝
調整前

行使価額
×

１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行又は処分株式数

３．主な新株予約権の行使条件及び譲渡に関する事項は次のとおりであります。

①次の場合にはその権利を喪失する。

（ａ）法令又は当社の内部規律に違反する行為があった場合。

（ｂ）当社及び当社子会社の役員又は従業員としての地位を喪失した場合、取引先においては、当社と

の取引関係が良好に継続していない場合。

②新株予約権は譲渡することができない。

③その他の条件については、当社と付与対象者との間で締結する付与契約書に定めるところによる。

４．新株予約権の目的となる株式の数は、特別決議における新株発行予定数から、退職等による権利を喪失

した株数を控除した数のことであります。

５．当社は平成16年５月11日開催の取締役会にて平成16年７月20日付で１株につき５株の株式分割を行って

おります。
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③　平成17年１月28日の定時株主総会において決議された新株予約権（ストックオプション）の状況

 
第2四半期会計期間末現在
（平成21年6月30日）

新株予約権の数（個） 20

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１、４ 20

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）２ 71,821

新株予約権の行使期間
平成19年１月28日から

平成27年１月27日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）（注）２

発行価格　　　 71,821

資本組入額　　 35,911

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．新株予約権の権利付与日以降、株式の分割等を行う場合は、次の算式により調整されます。

調整後新株数＝
調整前新株数×調整前発行価額

調整後発行価額

２．権利付与日以降、株式の分割等により時価を下回る払込金額で新株式の発行又は自己株式の処分（新株

予約権等の権利行使の場合を除く）を行うときは、次の計算により１株当たりの発行価額を調整し、調

整により生じる１円未満の端数は切り上げることとします。

    
既発行株式数＋

新規発行又は処分株式数×１株当たり払込金額又は譲渡価額

調整後

行使価額
＝
調整前

行使価額
×

１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行又は処分株式数

３．主な新株予約権の行使条件及び譲渡に関する事項は次のとおりであります。

①次の場合にはその権利を喪失する。

（ａ）法令又は当社の内部規律に違反する行為があった場合。

（ｂ）当社及び当社子会社の役員又は従業員としての地位を喪失した場合、取引先においては、当社と

の取引関係が良好に継続していない場合。

②取締役会の承認がある場合を除き、新株予約権は譲渡することができない。

③その他の条件については、当社と付与対象者との間で締結する付与契約書に定めるところによる。

４．新株予約権の目的となる株式の数は、特別決議における新株発行予定数から、退職等による権利を喪失

した株数を控除した数のことであります。
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④　平成18年１月31日の定時株主総会において決議された新株予約権（ストックオプション）の状況

 
第2四半期会計期間末現在
（平成21年6月30日）

新株予約権の数（個） 500

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１、４ 500

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）２ 30,350

新株予約権の行使期間
平成20年１月31日から

平成28年１月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）（注）２

発行価格　　　 30,350

資本組入額　　 15,157

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．新株予約権の権利付与日以降、株式の分割等を行う場合は、次の算式により調整されます。

調整後新株数＝
調整前新株数×調整前発行価額

調整後発行価額

２．権利付与日以降、株式の分割等により時価を下回る払込金額で新株式の発行又は自己株式の処分（新株

予約権等の権利行使の場合を除く）を行うときは、次の計算により１株当たりの発行価額を調整し、調

整により生じる１円未満の端数は切り上げることとします。

    
既発行株式数＋

新規発行又は処分株式数×１株当たり払込金額又は譲渡価額

調整後

行使価額
＝
調整前

行使価額
×

１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行又は処分株式数

３．主な新株予約権の行使条件及び譲渡に関する事項は次のとおりであります。

①次の場合にはその権利を喪失する。

（ａ）法令又は当社の内部規律に違反する行為があった場合。

（ｂ）当社及び当社子会社の役員又は従業員としての地位を喪失した場合、取引先においては、当社と

の取引関係が良好に継続していない場合。

②新株予約権は譲渡することができない。

③その他の条件については、当社と付与対象者との間で締結する付与契約書に定めるところによる。

４．新株予約権の目的となる株式の数は、特別決議における新株発行予定数から、退職等による権利を喪失

した株数を控除した数のことであります。
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会社法の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成20年３月28日の定時株主総会において決議された新株予約権（ストックオプション）の状況

 
第2四半期会計期間末現在
（平成21年6月30日）

新株予約権の数（個） 5,345

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１、４ 5,345

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）２ 2,880

新株予約権の行使期間
平成21年５月１日から

平成22年４月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）（注）２

発行価格　　　　2,880

資本組入額　　　1,440

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．新株予約権の権利付与日以降、株式の分割等を行う場合は、次の算式により調整されます。

調整後新株数＝
調整前新株数×調整前発行価額

調整後発行価額

２．権利付与日以降、株式の分割等により時価を下回る払込金額で新株式の発行又は自己株式の処分（新株

予約権等の権利行使の場合を除く）を行うときは、次の計算により１株当たりの発行価額を調整し、調

整により生じる１円未満の端数は切り上げることとします。

    
既発行株式数＋

新規発行又は処分株式数×１株当たり払込金額又は譲渡価額

調整後

行使価額
＝
調整前

行使価額
×

１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行又は処分株式数

３．主な新株予約権の行使条件及び譲渡に関する事項は次のとおりであります。

①次の場合にはその権利を喪失する。

（ａ）法令又は当社の内部規律に違反する行為があった場合。

（ｂ）当社及び当社子会社の役員又は従業員としての地位を喪失した場合、取引先においては、当社と

の取引関係が良好に継続していない場合。

②新株予約権は譲渡することができない。

③その他の条件については、当社と付与対象者との間で締結する付与契約書に定めるところによる。

４．新株予約権の目的となる株式の数は、特別決議における新株発行予定数から、退職等による権利を喪失

した株数を控除した数のことであります。
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②　平成20年３月28日の定時株主総会において決議された新株予約権（ストックオプション）の状況

 
第2四半期会計期間末現在
（平成21年6月30日）

新株予約権の数（個） 14,655

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）（注）１、４ 14,655

新株予約権の行使時の払込金額（円）（注）２ 2,880

新株予約権の行使期間
平成22年５月１日から

平成22年５月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）（注）２

発行価格　　　　2,880

資本組入額　　　1,440

新株予約権の行使の条件 (注)３

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)３

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

　（注）１．新株予約権の権利付与日以降、株式の分割等を行う場合は、次の算式により調整されます。

調整後新株数＝
調整前新株数×調整前発行価額

調整後発行価額

２．権利付与日以降、株式の分割等により時価を下回る払込金額で新株式の発行又は自己株式の処分（新株

予約権等の権利行使の場合を除く）を行うときは、次の計算により１株当たりの発行価額を調整し、調

整により生じる１円未満の端数は切り上げることとします。

    
既発行株式数＋

新規発行又は処分株式数×１株当たり払込金額又は譲渡価額

調整後

行使価額
＝
調整前

行使価額
×

１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行又は処分株式数

３．主な新株予約権の行使条件及び譲渡に関する事項は次のとおりであります。

①次の場合にはその権利を喪失する。

（ａ）法令又は当社の内部規律に違反する行為があった場合。

（ｂ）当社及び当社子会社の役員又は従業員としての地位を喪失した場合、取引先においては、当社と

の取引関係が良好に継続していない場合。

②新株予約権は譲渡することができない。

③その他の条件については、当社と付与対象者との間で締結する付与契約書に定めるところによる。

４．新株予約権の目的となる株式の数は、特別決議における新株発行予定数から、退職等による権利を喪失

した株数を控除した数のことであります。
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（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増減
額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年５月29日

（注１）
－ 2,334,923 － 4,102,592 24,983 24,983

平成21年６月15日

（注２）
△88,134 2,246,789 － 4,102,592 － 24,983

　　（注）１　その他資本剰余金からの配当による資本準備金の積立であります。

２　自己株式の消却による発行済株式数の減少であります。

３　平成21年８月12日付にて自己株式27,049株の消却を行っており、消却後の発行済株式総数残高は2,219,740株

であります。

（５）【大株主の状況】

　 平成21年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

安嶋　幸直 東京都渋谷区 513,620 22.86

株式会社ホワイトマジック 東京都渋谷区代々木３丁目38－15 150,000 6.68

中村　二三夫 東京都東村山市 17,333 0.77

加藤　勇 岩手県北上市 16,309 0.73

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 13,796 0.61

マネックス証券株式会社（代表

取締役　松本　大）
東京都千代田区丸の内１丁目11－１ 10,930 0.49

エスアイエス　セガ　インターセ

トル　エージー

（常任代理人　株式会社三菱東京

ＵＦＪ銀行）

BASLERSTRASSE　100, 

CH-4600 OLTEN SWITZERLAND

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１　決

済事業部）

10,328 0.46

山北　勝夫 東京都東久留米市 8,977 0.40

株式会社ISE（代表取締役　南　由

恵）
東京都千代田区九段南４丁目７－22 8,908 0.40

ＳＢＩイー・トレード証券株式

会社（自己融資口）
東京都港区六本木１丁目６－１ 8,771 0.39

計 ― 758,972 33.79
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) － － －

完全議決権株式(その他) 普通株式　　2,246,789 2,246,620 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 2,246,789 － －

総株主の議決権 － 2,246,620 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式169株が含まれておりますが、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数169個は含まれておりません。

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年

1月 2月 3月 4月 5月 6月

最高(円) 1,580 1,459 2,200 2,750 3,490 4,280

最低(円) 1,353 1,149 1,260 2,015 2,275 3,000

　（注）　最高・最低株価は、株式会社ジャスダック証券取引所のものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

(1）新任役員

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式
数
（千株）

就任年月
日

監査役 　 濱田健太郎 平成49年６月29日生

平成11年９月 太田昭和アーンストアン

ドヤング株式会社（現新

日本アーンストヤング税

理士法人）入社

平成12年10月 高野総合会計事務所入所

平成14年７月 宝田税務会計事務所（現

宝田・寿原会計事務所）

開所（現業）

（注） －
平成21年
４月１日

　（注）退任した監査役の補欠として就任したため、任期は前任者の任期満了の時である平成23年12月期に係る定時

株主総会の終結の時までであります。

(2）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

監査役 　 高橋　一 平成21年４月１日
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第５【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）の四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,668,596 6,360,999

売掛金 1,372,960 1,138,877

コンテンツ資産 427,225 469,307

その他 ※1
 613,780

※1
 219,888

貸倒引当金 △59,152 △22,653

流動資産合計 8,023,409 8,166,419

固定資産

有形固定資産 ※2
 14,063

※2
 13,436

無形固定資産

その他 200,679 162,946

無形固定資産合計 200,679 162,946

投資その他の資産

その他 557,264 497,453

貸倒引当金 △203 △1,071

投資その他の資産合計 557,061 496,381

固定資産合計 771,804 672,765

資産合計 8,795,214 8,839,185

負債の部

流動負債

買掛金 293,532 342,523

その他 ※3
 577,528

※3
 354,791

流動負債合計 871,060 697,314

固定負債

その他 35,085 45,683

固定負債合計 35,085 45,683

負債合計 906,146 742,997

純資産の部

株主資本

資本金 4,102,592 9,017,101

資本剰余金 3,612,501 －

利益剰余金 340,555 △742,633

株主資本合計 8,055,649 8,274,467

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △110,621 △117,265

為替換算調整勘定 △68,373 △68,504

評価・換算差額等合計 △178,994 △185,769

新株予約権 12,413 7,490

純資産合計 7,889,068 8,096,187

負債純資産合計 8,795,214 8,839,185
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 2,792,612

売上原価 717,676

売上総利益 2,074,936

販売費及び一般管理費 ※1
 1,986,449

営業利益 88,486

営業外収益

物品売却益 44,933

金融派生商品収益 31,968

その他 41,574

営業外収益合計 118,475

営業外費用

出資金運用損 22,820

その他 916

営業外費用合計 23,736

経常利益 183,225

特別利益

事業譲渡益 4,806

特別利益合計 4,806

特別損失

貸倒損失 44,234

その他 14,805

特別損失合計 59,039

税金等調整前四半期純利益 128,992

法人税、住民税及び事業税 4,259

法人税等調整額 △146,541

法人税等合計 △142,281

四半期純利益 271,274
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 1,462,004

売上原価 353,613

売上総利益 1,108,391

販売費及び一般管理費 ※1
 1,021,407

営業利益 86,983

営業外収益

物品売却益 27,466

金融派生商品収益 31,968

その他 7,051

営業外収益合計 66,486

営業外費用

出資金運用損 11,410

その他 875

営業外費用合計 12,285

経常利益 141,184

特別損失

貸倒損失 65,664

その他 14,805

特別損失合計 80,469

税金等調整前四半期純利益 60,715

法人税、住民税及び事業税 238

法人税等調整額 △68,960

法人税等合計 △68,721

四半期純利益 129,436
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 128,992

減価償却費 32,418

減損損失 1,791

貸倒引当金の増減額（△は減少） 36,498

固定資産除却損 5,797

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） △264

出資金運用損益（△は益） 22,820

金融派生商品収益 △31,968

受取利息及び受取配当金 △9,460

売上債権の増減額（△は増加） △227,792

たな卸資産の増減額（△は増加） 40,849

未収入金の増減額（△は増加） △6,386

前払費用の増減額（△は増加） △239,546

前渡金の増減額（△は増加） 63,728

仕入債務の増減額（△は減少） △45,096

未払金の増減額（△は減少） 203,024

前受金の増減額（△は減少） △18,174

預り金の増減額（△は減少） △1,326

リース資産減損勘定の増減額 △12,389

その他 △6,048

小計 △62,532

利息及び配当金の受取額 2,607

法人税等の支払額 △6,971

営業活動によるキャッシュ・フロー △66,896

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,000,000

有形固定資産の取得による支出 △9,637

無形固定資産の取得による支出 △57,675

敷金の差入による支出 △45,921

差入保証金の差入による支出 △83,203

差入保証金の回収による収入 1,131

投資有価証券の取得による支出 △96,924

投資有価証券の売却による収入 97,189

貸付けによる支出 △190,474

貸付金の回収による収入 190,474

金融派生商品の売却による収入 31,968

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,163,073
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △240,254

配当金の支払額 △223,416

財務活動によるキャッシュ・フロー △463,671

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,238

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,692,402

現金及び現金同等物の期首残高 6,360,999

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,668,596
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

①第１四半期連結会計期間より「棚卸資産

の評価に関する会計基準」（企業会計基準

第９号）を適用し、評価基準については原

価法から原価法（貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）に変更しております。当該変更による

損益に与える影響はありません。

 ②リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業会

計基準第13号（平成５年６月17日（企業会

計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第16

号（平成６年１月18日）日本公認会計士協

会会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以降開始する連

結会計年度に係る四半期連結財務諸表から

適用することができることになったことに

伴い、第１四半期連結会計期間からこれら

の会計基準等を適用し、通常の売買取引に

係る会計処理によっております。なお、リー

ス取引開始日が会計基準適用初年度開始前

の所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、引続き通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理を適用しておりま

す。また、所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引に係るリース資産の減価償却の方法

については、リース期間を耐用年数とし、残

存価額を零とする定額法を採用しておりま

す。この変更が損益に与える影響はありま

せん。

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連

結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

２．棚卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の

算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結

会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理

的な方法により算定しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

※１　流動資産の「その他」には下記の科目が含まれてお
ります。

商品 50千円

製品 5,460千円

※１　流動資産の「その他」には下記の科目が含まれてお
ります。

商品 50千円

製品 4,938千円

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、15,932千円であり
ます。

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、13,452千円であり
ます。

※３　流動負債の「その他」には、下記の科目が含まれて
おります。

未払法人税等 13,090千円

※３　流動負債の「その他」には、下記の科目が含まれて
おります。

未払法人税等 13,887千円

（四半期連結損益計算書関係）

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は
次のとおりであります。

広告宣伝費        732,465千円

支払手数料        535,155千円

貸倒引当金繰入額      59,152千円

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は
次のとおりであります。

　広告宣伝費　　　　　　　　　　　　　

　　　　　
　　　404,469千円

　支払手数料　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　
　　　266,066千円

　貸倒引当金繰入額 57,929千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 5,668,596

預入期間が３か月を越える定期預金 △1,000,000

小計 4,668,596

現金及び現金同等物 4,668,596
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　

平成21年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　2,246,789株

２．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　提出会社　12,413千円

３．配当に関する事項

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年４月24日

取締役会
普通株式 249,836 107 平成21年３月31日 平成21年５月29日 資本剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
コンテンツ
事業
（千円）

マスターライ
ツ事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 1,354,344 107,659 1,462,004 － 1,462,004

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 1,354,344 107,659 1,462,004 － 1,462,004

営業利益 277,004 4,636 281,640 △194,656 86,983

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、内部管理上採用している区分に基づき、市場及び事業形態を考慮して決定しております。

２．各区分に属する主な事業内容は以下のとおりであります。

事業区分 事業内容

コンテンツ事業 モバイルコンテンツの企画・制作・配信、配信許諾、音源売却

マスターライツ事業 ＤＶＤ、配信許諾、物販事業、広告事業、その他

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

 
コンテンツ
事業
（千円）

マスターライ
ツ事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,555,002 237,610 2,792,612 － 2,792,612

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 2,555,002 237,610 2,792,612 － 2,792,612

営業利益 484,377 4,138 488,516 △400,029 88,486

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、内部管理上採用している区分に基づき、市場及び事業形態を考慮して決定しております。

２．各区分に属する主な事業内容は以下のとおりであります。

事業区分 事業内容

コンテンツ事業 モバイルコンテンツの企画・制作・配信、配信許諾、音源売却

マスターライツ事業 ＤＶＤ、配信許諾、物販事業、広告事業、その他
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 1,371,588 90,415 － 1,462,004 － 1,462,004

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 1,371,588 90,415 － 1,462,004 － 1,462,004

営業利益及び営業損失(△) 350,908 △69,104 △163 281,640 △194,656 86,983

　（注）１　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２　本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米……米国

(2）欧州……英国

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 2,599,866 192,746 － 2,792,612 － 2,792,612

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － － －

計 2,599,866 192,746 － 2,792,612 － 2,792,612

営業利益及び営業損失(△) 542,834 △54,100 △216 488,516 △400,029 88,486

　（注）１　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２　本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米……米国

(2）欧州……英国
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 北米 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 90,415 90,415

Ⅱ　連結売上高（千円） － 1,462,004

Ⅲ　連結売上高に占める海外

売上高の割合（％）
6.2 6.2

　（注）１　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２　本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

北米……米国

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年６月30日）

 北米 計　

Ⅰ　海外売上高（千円） 192,746 192,746

Ⅱ　連結売上高（千円） － 2,792,612

Ⅲ　連結売上高に占める海外

売上高の割合（％）
6.9 6.9

　（注）１　国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２　本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

北米……米国

（有価証券関係）

　　著しい変動がないため記載を省略しております。

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　当第２四半期連結会計期間末に残高が存在していないため、記載を省略しております。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　ストック・オプションに係る当第２四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　販売費及び一般管理費　　1,918千円
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（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

１株当たり純資産額 3,505.74円 １株当たり純資産額 3,464.22円

　（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第２四半期連結会計期間末
（平成21年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年12月31日）

純資産の部の合計額（千円） 7,889,068 8,096,187

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 12,413 7,490

（うち新株予約権）（千円） (12,413) (7,490)

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 7,876,654 8,088,697

期末の普通株式の数（千株） 2,246 2,334

１株当たり四半期純利益金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年１月１日
至　平成20年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額　　　　　　　　117.75円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 56.93円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
56.91円

　　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 271,274 129,436

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 271,274 129,436

期中平均株式数（千株） 2,303 2,273

　   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（千株） － 0

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　　－ 　　－
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（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

（自己株式の市場買付及び取得の終了）

　当社は、平成21年６月30日開催の取締役会において、会社法

第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156

条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議し、実施致

しました。

　その取得の理由及び状況は以下の通りであります。

１　自己株式の取得を行う理由

　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策を遂行す

るため、自己株式を取得するものであります。

２　自己株式の取得の状況

①　取得期間

平成21年４月１日～平成21年８月６日

②　取得株式数

27,049株

③　取得総額

10,741千円

④　取得方法

市場買付

　当該株式の取得により、平成21年６月30日開催の取締役会決

議による自己株式の取得は終了致しました。

　なお、平成21年６月30日開催の取締役会における決議内容は

以下の通りです。

①　取得する株式の種類

当社普通株式

②　取得する株式の総数

29,033株（上限）

③　株式の取得価額の総額

109,745千円（上限）

④　取得する期間

平成21年７月１日～平成21年９月30日

（自己株式の消却に係る事項）

　当社は、平成21年８月６日開催の取締役会において、会社法

第178条の規定に基づく自己株式の消却について決議し実施

いたしました。

　決議内容は以下の通りです。

１　自己株式の消却を行う理由

　株主の皆様への利益還元を図ることを目的として、保有

する全ての自己株式の消却を行うものであります。

２　消却の内容

①　消却する株式の種類

当社普通株式

②　消却する株式の総数

27,049 株

（当社発行済株式総数に対する割合1.20％）

③　消却日

平成21年８月12日

④　消却の方法

その他資本剰余金からの減額

⑤　消却後の発行済株式総数

2,219,740 株
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（リース取引関係）

　著しい変動がないため記載を省略しております。

２【その他】

（剰余金の配当）

　当社は、平成21年４月24日開催の取締役会において、下記のとおり平成21年３月31日を基準日とする剰余金の配当を行

うことを決議致しました。

①　基準日

平成21年３月31日

②　１株当たり配当金

107円

③　配当金の総額

249,836千円

④　効力発生日

平成21年５月29日

⑤　配当原資

資本剰余金
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月11日

株式会社フォーサイド・ドット・コム

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 前原　一彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 奥山　広道　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フォーサイ

ド・ドット・コムの平成21年１月１日から平成21年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年４

月１日から平成21年６月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フォーサイド・ドット・コム及び連結子会社の平成21年６月30

日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四

半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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